　

　　　　　　　　看護連絡会議　議事録　　　　　　　　　千葉C.O.O印

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        江刺家I.O.O印

実施日　　平成19年2月27日（火）　　　　　　　　　　　（第46回）

時　間　　10：00～12:00  　　　　　　　　　　　　　　　  司会者：佐々木　健之

場　所　　病院２Ｆ会議室　　　　　　　　　　　　　　　　記録者：藤原　香織
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＜連絡内容＞

1. 現在進行中の業務について

1 運動器具の設置→備品登録の変更を行い、設置（今週中に設置）

2 書き初め大会報告書→2/20決裁　今後報告書提出の期限厳守徹底管理していく

行事など実施後、委員会を開催し、その都度担当者間で報告内容を検討する

　　③　隔離室入室体験→東G、西G終了　残り北G13名　南G24名　通所10名

④　外線使用手順→基本的な電話応対（かけ方、受け方）作成

⑤　婦人科診察・処置時マニュアル→C.O.O,I.O.Oより決裁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

各グループへ配布後、既存する看護手順書に同封。カンファレンスで確認していく。

⑥　患者様の評価基準の作成→東G身体能力評価表見直し中　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西G北G　日常生活能力・社会生活能力評価表完成、手順書作中　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

⑦　病棟業務フロー→入院時から退院までのおおよそ作成

⑧　次年度の事業計画の作成→各グループにおいて、今年度の事業進捗状況の確認・評価を同時に行いながら、事業計画案の作成作業中。

⑨　通所におけるプログラムの体系化→役割機能と対象を明確化しプログラム内容の再構築を図っている。

⑩　オムツ購入承諾書→病院管理運営会議にて承諾書ではなく依頼書になると指摘あり修正していく

⑪　日精協通信教育に関しての研修派遣規定について→2/21執行管理に提出中

⑫　オンコールの規定について→2/21執行管理に提出中

2. 遅延している業務について

1 ユニット対象患者様規定の管理→各スタッフの意見を取りまとめ中。（他の業務を優先したため十分にまとめきれていない。）

3. 連絡事項

1 精看の青森支部病院幹事の変更→H18年度は東和弘が行っていたが、H19度においては、佐々木健之へ交代予定。（I.O.O. C.O.O.の決裁あり）

2 院外研修参加に当たっての留意事項ならびに研修後のスタッフへの伝達について

１）院外研修参加に当たっては、出張者には事前に出張手続き・手順の再確認を行う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２）研修報告後においては、どういった形で伝達講習を実施していくかについての計　

　　　画書を添付する形をとり、計画的に実施し評価をしていく。

3 人事について

1） 退職→東G）太田祐子（3/31付）　通所G)瀧澤志穂（3/15）　　

2） 異動予定→3/15付けでの看護師１名退職に伴う人事調整（3/16付）

　　　　　　上野葉子（看護師）：南G→東G、岩藤良子（准看護師）：北G→南G　

3） 南G）福田恵子：夫の看病のため（日赤入院）2/21より３週間の欠勤予定。

4） 南G）相間野雪枝：職場復帰（2/26）　　通所G)田中奈緒美（4/1）

④　日精協通信教育「基礎コース」への研修派について　

→H19年度は東G橘・西G東

5 伝達講習について→今後、カンファレンスにて各Gに出向き伝達していく事にする。

　　　　　　　　　　　現在予定：西G藤原と南G小嶋の伝達講習を日程調整する

４.検討事項

　①外線使用手順→基本的な電話応対（かけ方、受け方）作成したものを確認

　　　　　意見：電話の受け方の部分、「おそれいりますが連絡先をお聞かせながいませんか」を追加

　②身体能力評価表→現在作成したものを確認

　　　　　　　　　意見：・項目が多い、必要な項目を整理する。

　　　　　　　　　　　　・検査データー一つ一つにするのではなく検査データ異常値として下の方に欄を作り記載できるようにする。そこにあわせて現在加療中の服薬や症状（合併症）なども記載できるようにする。

· 保清の項目はいらいない

　③業務フロー→現在作成したものを確認

　　　　　　　　　意見：具体的なものはマニュアルになる。

　　　　　　　　　　　　誰が実施するのか、実施のポイントを作成する。

5.ケアプロセス評価

　現在評価したものを確認

意見：・治療方針が内容同じ場合→で表す

　　　・ケア展開の記載は、目標と看護介入のポイントを記載する。何の為にそれを実施しようと思ったか、こういうことを目標にどうしようとしたのか

　　　・ケア展開の結果の記載は上記のケア展開記載の看護の関わりを実施し、患者様がどう変化したか、実施の評価。

　　　・総括の記載は、看護の関わり、展開方法は良かったのか。こういう方法をとると良かったなど評価する。

5.グループ報告

東G　事故報告⇒2/20　患者様間でのトラブル　　

顛末書修正再提出

太田　裕子・・・３/３１付け退職願い提出

西G　「精神科介護士スクーリング伝達講習」講師　西G　赤坂

日時　2月27日（火）28日（水）

　　　　西Aユニット洗濯乾燥機修理依頼　

　　　　体育館床修繕終了

北G　　2/21鶴ヶ崎Cw面談　

　　　　2/24パート本田沙織Ns労働変更申立書佐藤AOMへ提出

　　　　（3/16～土日、深夜業務）　                                                                                                                  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                                    　　                                                                                    

　　　伝達講習（行動援助）開催3/20.21　

南G　　事故報告～上村木一様、自室内での転倒

相間野雪枝～1/23、切迫流産の為１ヶ月の自宅療養（2/26より復帰）

　　　福田恵子～2/21より夫入院のため3週間病欠

　　　

通所G　3/15瀧澤志穂退職。→デイケア必置基準満たされなくなる。人事について検討が必要。

　　　　4/ 1田中奈緒美復帰→勤務制限について確認日勤制限の場合、要検討。（現在10名中3名が日勤制限あり。資格者の配置上、うち4名は日勤の全く設けられない勤務体　制となる）
















